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●　資 料 ６の 令 和 ３年 １０月 １９日 に 開 催 し た 第 ２３回 国 立感 染 症 研 究 所 村 山 庁 舎

施設 運 営 連 絡 協議 会 議 事 要 旨（案 ）に つ い て 、本 議 事 要 旨（案 ）は 、協 議 会の 規 程 を

踏ま え 、個 人 情 報 な ど の プ ラ イ バシ ーや 防 犯 関 係 及 び 自由 な 発 想 の阻 害 等 も 考 慮 し た

内容 で 要 点 等 をま と め た 。各 委 員 に おい ては 、内 容 に つい て 御 意 見 等 があ れ ば 事 務 局

宛て に 御 連 絡 を頂 き た い 。

意 見 等 がな け れ ば（案 ）を 取 っ て議 事 要 旨 を確 定 の 上 、感 染 研 ホ ーム ペ ージ に て掲

載 す る こと と し た い 。

●　議 題１「高 度 封 じ込 め 施 設 内 で実 施 さ れ てい る作 業 内 容 の 報告 に つ い て 」資 料１

に よ り 報告 さ せ て い ただ く 。前 回（令 和 ３年 １０月 １９日 ）の 協 議 会以 降 、令 和４年

３月 １８日 ま で の 作 業内 容 は 以 下 のと お り 。

業 務 課 題名 は「感 染 性ウ イ ル ス を 用い た 一 類 感染 症 の 検 査 法 の整 備 」目 的 はＢＳＬ４

実 験 施設 で 感 染 性 のあ る 特 定 一 種 病原 体 を 使用 し 、病 原 体や 病 原 体に 対す る 抗 体 を 正

確に 検 出す る 方 法 を整 備 す る こと で あ る 。

具 体的 な 作 業 内容 と 予 定 期 間は 次の と おり で あ る 。

（１）培 養 細 胞 を用 い た ウ イ ルス の 増 殖 及 び力 倆 の 測 定

（２）中 和 抗 体倆 測 定 方 法 の整 備

（３）ウ イ ル スに 対 す る 抗 血清 の 作 成

（４）遺 伝 子 検出 法及 び 抗原 検 出 法 の 精 度の 検 証

上記 （１）～（３）の 業 務に 関 し て は前 回の 協 議 会ま で に 完 了し てい る 。

実 施 期 間に つ い て は 令 和３年 １２月 ２日 か ら 令 和４年 ３月 １６日 ま で 。作 業内 容 は

４番 目 の（４）遺 伝子 検出 法 及 び抗 原 検 出 法 の精 度 の 検 証と い う 事 業 を行 い 、既 存の

抗原 検 出法 の精 度 検 証を 感 染 性 ウ イ ルス を 用い て感 度 及 び 特 異性 を 確 認し た。こ れ に

よ り 令 和３年 度 ３月 の時 点 で 当 初 予 定し て いた 業 務 課 題 名 の「感 染 性 ウ イ ルス を 用 い

た 一 類 感染 症の 検 査 法の 整 備 」の （１）か ら （４）ま で の業 務は い ず れも 完 了 し た 。

今 後 は適 宜 必 要 と なる 材 料 の評 価や 手 技 の確 認 を 行 い、ま た 特 定 一 種病 原 体 に よ る

感 染 症 の検 査 法 を 常時 実 施 で き る 体制 を 維 持す る こ と を 第一 と し 、ま た 加 え て 検 査に

関 わ る 次世 代 技 術 の 検証 及 び導 入 を行 う 。こ の 試 みに よ り 病 原 体に よ る 感 染 症 の 検査

の 精 度と 感 度 を 更に 向 上 させ るこ と を 努め て い き た い 。

な お、業 務 を 行 って い る 間、業 務 作 業は 安 全 か つ 適切 に 行 わ れ て おり 作 業 期 間 中、

曝露 事 故 等 は 発生 せ ず 、施 設 も 適 切 に維 持さ れ てい た と い う こと を御 報 告 さ せて い た

だく 。

○　ウ イ ルス に 関 す る 治 療薬 を 今 後 開発 で き る 見通 し は あ る の か。また（１）か ら（４）

ま で の 作業 内 容 に つ い て、動 物 を 使 う項 目 が ある の か 。ま た ど うい う 動 物 を 何匹 程 度

使 用 す るの か 。そ の ２点 を 伺 い た い 。

２



●　１点 目 の 質 問に つ い て 、治 療 法・治 療 薬の 開 発 状 況に 関 し て は ２０１４年 か ら２

０１６年 の西 ア フ リ カ の エ ボ ラウ イ ル ス に よ る ア ウ ト ブ レ ーク が 起 き た 頃 か ら 抗 ウ

イ ル ス 剤 や 中 和 抗 体 を 用 い た 薬 剤 の 研 究 開 発 が 海 外 の 研 究 機 関 や 国 に よ っ て 行 わ れ

てお り 、ア ウ ト ブ レ ーク の際 の治 療 に臨 床治 験 とし て使 わ れ 一 定 の 効 果が 見 ら れ てい

る 。し かし 、こ れ は 実 践的 な 医 療 現場 で の 使 用 であ り 、正 確 な デ ータ は 取 れ て い ない

と こ ろ であ る。様 々な 薬 剤 が作 ら れ てい る が 、重 症 化し た 患 者 を 救 うこ と が で き るよ

うな 薬 剤は 登場 し て い ない こ と か ら 、現 状 で は 薬 剤 を積 極 的 に 治 療等 に 取 り 入 れ 、病

態 の 早 期に 治 療 し 重 症 化を 防 ぐ こ と が最 善 の治 療方 法に な っ てい る 。ま た 、続 々と 新

し い 研 究開 発、特 に新 型コ ロ ナ ウ イ ルス に 対 する 薬 剤 の 経 験 やノ ウ ハ ウ を 生 かし た よ

う な 形 で研 究 開 発 が 進む こ と が 期待 され て いる 。

２点 目の 質 問 に つ いて は 、動 物 を 用い た実 験 等 につ い て 資 料 １で 「（３）ウ イ ル ス

に 対 す る抗 血 清 の 作製 」と い う 業 務に お い て 、ウ イ ル ス を 動物 に 感 染 さ せ 動物 の 体内

で つ くら れ た 抗 体 を 回収 し 、そ の抗 体 を 含 んで い る 抗 血 清を 血 清 学 的 な診 断 法を 使 う

と き の 検証 を 行 うた め の 抗 体 を作 成 し て い る。

使 用 し た 動 物 種別 及 び 匹 数に 関 し て は 、市 販 さ れ てい る 実 験 用 マウ ス を９０匹 用い

て行 った 。

○　ウ イ ル スに 対 す る 治 療 薬に つ い て、ど の よ う なも の な の か 教 え てい た だ きた い 。

●　現 在 、ウ イ ル スに 対し て 直 接 作用 す る よ う な 薬剤 に 関し ては 大 き く 分 け２種 類 あ

る 。１つ 目 は 中 和抗 体 と 呼 ば れる も の であ る 。ウ イ ル ス が 動物 や ヒ トに 感 染し 、回 復

す る と 体内 に で き るも の であ る が 、そ の 中 和 抗 体を 人 工 的に 作製 し 、ウ イ ルス 罹患 者

に 打 つ こと で細 胞 へ の感 染の 拡 大 を阻 止 す る。中 和 抗 体 がウ イル ス の 表 面に 付 着 し 、

細 胞 へ の 感 染 を 阻 止 す る こ と で 体 の 中 で ウ イ ル ス が 広 が っ てい く の を 阻 止 す る 薬 剤

が １つ 。

２つ 目 は 、ウ イ ルス は 細 胞 に感 染し コ ピ ーを 作 り 増 殖す る が 、そ の際 遺伝 子 に つい

ても コ ピ ーを 作 る。ウ イ ル ス は遺 伝子 のコ ピ ーを 作 る たん ぱ く 質 を 持っ て い る が 、そ

の た んぱ く 質 が 働 かな く な るよ うに し 、感 染 細 胞 の中 で ウ イ ル ス がコ ピ ーを 作れ な い

よ うな 形 に す る薬 剤 が 研 究 され お り 、同 様の 技 術 は新 型 コ ロ ナウ イ ル ス の 抗 ウイ ル ス

剤に も 利 用 さ れて い る 。以 上の ２つ が現 在 の と ころ 主 要 な 薬 剤と い う形 と な る。

●　議 題２「我 が 国に おけ る 特 定一 種 病 原 体 によ る 重 症 感 染 症に 対 す る 治 療 体制 の 確

立に つ いて 」資 料 １に 沿 って 説 明 させ て い た だ く。ＢＳＬ４施 設 が 稼 働 し た令 和 元 年

度か ら 令 和３年 度 ま では「感 染 症ウ イ ル ス を 用い た 一 類 感 染 症の 検 査 方 法 の整 備 」の

た め の 作業 を行 っ た 。

当 該 業務 の完 了 によ り 、精 度 の 高い 病 原 体 の 検 出・検 査 法 の 整 備 が行 われ 、日 本国
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内への輸入例が発生した場合に迅速な確定診断及び医療機関への搬送が可能となっ

た。検 査・診 断 方 法 が 確立 さ れ たこ と を 踏 ま え 、今 後は 令 和 元 年 フ月１日 の 厚 生 労 働

大臣 確認 事 項 に あ る「感 染 者 の 生 命 を守 る た め に 必要 な 特 定 一 種病 原 体に よ る 重 症感

染症 に 対す る 治 療 体 制 」を 構 築 す る ため の 業 務 に 取り かか る こと を 考え て い る 。

具 体的 に は 令 和 ４年 度 か ら 我 が 国 に お け る 特 定一 種 病 原 体 に よ る 重 症 感 染 症に 対

す る 治 療体 制 の 確 立 を する た め に 、ＢＳＬ４施 設 を用 い た 特 定一 種 病 原 体 に 対 する 抗

ウ イ ル ス 薬 候 補 の 評 価及 び 特 定 一 種 病 原 体 感 染 患 者 の 治 療 体 制 構 築 に 向 け た 国 立 国

際 医 療 研究 セ ン タ ー（NCGM）と 国立 感 染 症 研 究 所間 の 連 携 基盤 の 確 立 を 行 うと い う 課

題に 取り 組 ん で 行 く こと を 考 え てい る 。

●　次 に 議 題３と し て「令 和３年 度 に 実 施し た 主 な 安全 対応 訓 練 等 の 検証 報 告 及 び 令

和４年 度 に 実 施す る主 な 安 全対 応 訓 練 等 の 計画 」に つい て 資 料 ３－１及 び 資 料 ３－２

に基 づ い て 報告 さ せ て い た だく 。

先 ず 、安 全 対 応 訓 練等 の 目 的と し て は「国 立 感 染 症研 究 所 村山 庁 舎の 安 全 対 策、災

害・事 故 対 策 及 び 避 難対 応 の 強 化に 関 す る 検 討 会」や 「災 害・事 故等 発 生 時 に お ける

対応 マ ニュ ア ル 」等 で 示さ れ た 安 全 管理 対 応 を 検 証し 向 上 さ せ るこ と と 併 せ て「ＢＳ

Ｌ４実 験室 安 全 操 作 指 針」及 び「病 原 体 等 曝 露 対応 要 領 」等 の 規 定に 基 づ く 訓 練 を実

施す るこ と に よ り 、ＢＳＬ４実 験 施設 で 事 故 等 が 発 生し た と きの 初 動対 応 、搬 送及 び

関 係 者 へ の 情 報 伝 達 方 法 を 確 認 す るこ と に よ り 職 員の 対 応 能 力 の 向 上 を 図 る こ と に

あ る。

訓 練・教 育 等 の 実 施内 容 の 概 要 を説 明 さ せて いた だ く。

本 年度 も 実 施 計 画に 基 づ き 、消 防訓 練 、警 備 訓 練 、ＢＳＬ４施 設 関 連 業務 に 関 わ る

職 員に 対 す る 教 育 的 な講 習 会、健 康診 断 、暴 露 事 故 対応 訓 練 を 実 施し た 。本 年 度 の 曝

露 事故 対 応 訓 練 は 、令 和 ３年 １１月 ２９日 に 国 立国 際 医療 研 究 セ ン タ ー病 院 と 連 携・

協 働し 厚 生 労 働 省 、武 蔵村 山 市 等 の協 力 を 得 て 訓 練を 行 った 。訓 練 項 目 とし て は、曝

露 事故 発 生時 の 応 急措 置 、所 内 及 び 関 係 機関 等 へ の 情 報伝 達 訓 練 、公 用 車 に よ る国 立

国 際 医 療 研 究 セ ン タ ー病 院 へ の 曝 露 者 搬 送 訓 練 、曝 露 事 故 結 果 の 報 告 訓 練 を 実 施 し

た。

本 年 度 の各 種 訓 練 の 検証 に 関 し て 、先 ず警 備 関 連 の訓 練 に 関し て は 東 大 和 警察 署 の

指 導 の 下、所 内 に お け る訓 練 計 画に 基づ き 不 審 者 の侵 入 対 応 訓練 を 中 心 に 金 属探 知 機

を用 い た手 荷 物 検 査 訓 練、不 審 物・爆 発 物 対 応訓 練 、護 身 用 具や 警 備無 線 機 器 を使 用

し た 実 技訓 練 な ど 複 合的 な 訓 練 を 加 えて 実 施し 、有 事 の 際 の 警察 機 関 へ の 連絡 、そ の

他 応 急 の処 置 に つ い て の確 認 を 行 っ た。ま た 、今 年 度 外 周フ ェン ス 監 視 シ ステ ム の 設

置 工 事 が完 了 し た こ とに 伴 い 、当 該 シ ス テ ム のデ モ ン スト レ ーシ ョ ン 及び 動 作 確 認 を

兼 ねて 一 連 の 確 認 訓 練を 実 施し た。

次に 消防 訓 練に つ い て は 年 ２回 の 消防 計 画に 基づ く 通報 訓 練 、初 期 消 火訓 練 、避 難
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訓練等を実施した。１２月 に 実 施し た 訓 練で は 北 多 摩 西 部消 防 署 の協 力 を 得て 地 元 消

防団 と 合 同 に よる 消 火 栓 か ら の 放水 訓 練 を行 っ た 。更 に 所内 訓 練計 画に よ り ２か 月に

１回 、警 備 員及 び設 備 員 に よ る 消火 放 水 訓練 を 実 施し てい る 。こ れら 消防 訓 練 を 通し

て初 動 対 応 や 職員 の 避 難 経 路 の再 確 認 、避 難 所 開 設に 向 け た 各 班の 役 割 分 担 や 各班 の

動き 等 を 参 加 者間 で 改 め て 確認 す る とと も に 、地 元 消防 署 及 び 消防 団 、地 元 自 治 会や

近 隣 施 設 の 参 加に よ り 地 域 の 連帯 感 の 構 築 と 防 災 意 識 の 向 上 に 効 果 的 で あ っ た と 考

える 。今 後も 更 な る 防 火管 理 の 意 識 を高 め 継 続 的に 訓 練 等 を 実施 し て い く こ と が必 要

であ る と考 え て い る 。

今 年 度 の曝 露 事故 対 応訓 練 の 結果 、曝 露 者 への 緊急 投 薬 の 候補 と な り 得 る 抗ウ イ ル

ス 薬 の 有効 性 を あ ら かじ め 検証し てお く 必 要が あ る こ と か ら、今 後 は こ れ ら の検 証に

対 す る 体制 の 構 築 を 検討 し て い る。

最 後 に、各 種 講習 会 及 び 健 康 診断 に つ い ては 概 ね 予 定ど お り 実 施 され て い る こ と を

併 せ て 報告 さ せ てい た だ く 。

次 年度 も 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 対 策に 留 意 し つ つ 、今 年 度に 実 施 し た こ れら 各

種 訓 練 の実 施 結果 の 検 証 を 踏ま え た ＰＤＣＡサ イ ク ルに 基 づ い て 、訓 練 等 の 内 容 を常

に 検証・改 善 の意 識 を 持 ち 、新 た な セ キュ リ テ ィ 対 策 等 の強 化 を 進め て い き た いと 考

えて い る 。

○　資 料 ３－２「４　健 康 診断 」の 箇 所 に「ＢＳＬ４実 験 室 内 で作 業 に 従 事 する 職 員

の適 性 検 査」と あ る が 、適 性 検 査と は ど の よ うな 内 容 な の か。ま た 適 性 が ない 職 員 に

つ い て の 取 扱い に つい て も 伺い た い。

●　ＢＳＬ４実 験 室 内 で 作 業 に 従 事 す る 職 員 の 適 性 検 査 は 年１回 の 面 談 等 に よ る 検

査 を 行 って い る 。当 該 検 査 に つい て は 精 神医 学 的 な 側 面に お い て 、精 神 科医 の 専 門的

な 知 見 から 、ＢＳＬ４実 験 室 内 で安 全に 作業 に 従 事 す るに 当 た って の 適 正 を 判断 す る

こと を目 的 とし て 実 施 し て いる 。な お 、当 該 検 査 で 精 神医 学 的 な側 面 に お い て精 神 科

医 か ら 不 適 格 と 判 断 さ れ た 職 員に つい て は ＢＳＬ４実 験 室 内 で 作 業 に 従 事 す る こ と

は 許可 さ れ な い。

○　本 年３月 ２２日 に 実 施 され た 消防 訓 練 に は 私も 参 加 さ せ てい た だい た が、職 員達

がサ ン ダ ルで 避 難 す る様 子 が 散 見 さ れた 。被 災時 に お い ては 靴 に 履 き替 え る べ き で は

ない か と思 うが 、如 何か 。

●　国 立感 染 症 研 究所 村 山 庁 舎に お い て は 庁舎 建 物 の 設 計上 、下 足箱 が 一 箇 所 に設 置

さ れ て いる た め 、下 足 箱 付 近 に おい て 避 難者 の滞 留 が 発 生す る こと が予 想さ れ る。従

っ て 避難 の 際 に靴 に 履 き 替 え るこ と は 緊 急時 に お い て難 し い と 考え て い る 。た だし 、
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今回は正面ゲート ヘ の 避 難 とい う想 定 で の訓 練 で は あ った が 、緊 急時 の態 様 に よ っ て

は建 物 の 中 に 留ま る こ と が 難し く 、隣 接 する 雷 塚 公 園 また は 、雷 塚 小学 校に 避 難 す る

こ と も 考 え ら れる 。そ の よ う な状 況 下 に おい て 迅 速 、安 全 に 靴 に 履 き替 え る か を 現 在

検討 し 調 整し てい る と こ ろ であ る 。

●　次 に 、議 題 ４「国 立 感 染 症研 究 所ＢＳＬ４施 設 の今 後 に つ い て」、資 料 ４に 沿っ

て説 明 させ てい た だ く 。令 和 元 年 の 厚生 労 働 大 臣 と武 蔵 村 山 市 長と の 確 認 事 項に お い

て 、「武 蔵 村 山 市 以 外 の 適 地 に お け る ＢＳＬ４施 設 の 確 保 に つ い て 検 討 し 結 論 を 得

る 。」と あ る こと か ら 、厚 生 労 働 省 科 学 研 究 班に よ るＢＳＬ４施 設 の移 転 に 関 す る 報

告 書 が 提出 さ れ た 。

こ の こ と を 受 け て ２０２０年 末 に ＢＳＬ４施 設 の 今 後 に 関 す る 検 討 会 を 開 催 し て

立 地 に 必要 と な る諸 条件 の 整 理 を 行い 、２０２１年 １月 に 省 内 に ＢＳＬ４施 設 設 置 準

備 室 が設 置 さ れ たこ と は 前 回 の 協議 会に おい て 報 告 さ せ てい た だ い た が 、現 在 は 財 務

省に 相談 、協 議 す る 等 の活 動 を 行 っ てい ると こ ろ であ る 。財 務 省 へ の 相談 、協 議 等 に

つい て は、新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症に 伴 うま ん 延 防 止等 重 点 措 置 の影 響 を 受 け て遅

れ が生 じ て い る側 面 も あ る が、引 き 続 き 協議 等 に つ い て進 め て い る 状 況で あ る 。

な お 、資 料 ４は 村 山 庁 舎 と 厚 労 本 省 及 び 感 染 研 戸 山 庁 舎 と の 距 離 を 示 し た 図 であ

り、こ の 距 離 を超 え な い 程 度 の範 囲 に 所 在す る 土 地 が望 ま し い とい うこ と で 現在 適 地

を検 討 し て い ると こ ろ で あ る。

○　前 回 の 協議 会 に おい て 、適 地 に つい て 国 有 地 か ら選 定 す ると の話 が あ っ たが 、民

有 地 に つい ても 視 野 に 入 れる こ と は 可能 な の か 伺い た い 。

●　民 有地 取 得 に つ いて は 種 々の 条 件が あ り、国 有 地 よ りも 取 得 が 難し い 面が あ る こ

と か ら 、現 時 点 で は 国 有地 から 探 す こ とを 考 え て いる 。た だ し 、国 有 地 に つい て 適 地

が な い 場 合 等 に お い て は 民 間 所 有 の 土 地 に つい て も 視 野 に 入れ 検 討 す る こ と に な る

だ ろ う。

●　次 に 議 題５「国 立感 染 症 研 究 所 村山 庁 舎に おけ る 地 域と の交 流 」に つ い て 資 料５

に 沿っ て 説 明 させ て い た だ く。

な お 、今 回 の報 告 は 前 回令 和 ３年 １０月 １９日 に開 催 し た 協 議 会以 降 の 活 動状 況 と

なる 。

・１１月 １日 （月 ）

武 蔵 村 山 市 立 雷 塚 小学 校 令 和 ３年 度 第 ７回 学 校 運 営 協 議 会 に 同 協 議 会 の委 員 に 委

嘱 さ れ てい る職 員 １名 が参 加 し た 。

・１１月 ２６日 （金 ）
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村山庁舎おいて消防計画に基づく今年度１回 目 の 自 衛 消防 訓 練 を 実施 し た。当 該 訓

練 に は 北 多 摩 西部 消 防 署 、武 蔵 村山 市 消 防 団 、東 大 和警 察 署 、武 蔵 村山 市 や 近 隣 施 設

や 近 隣 の 自 治 会も 参 加 し 、通 報 訓練 、初 期 消火 訓 練 、避 難 誘導 訓 練 、放 水 訓 練 等 を実

施 し た 。地 域の 関 係 機 関と の 合 同 訓 練 を 行う こと で、地 域 と の 連 帯 感の 構 築 と 防 災意

識 の 向 上に つな が っ たも のと 考 え て い る。

・１１月 ２９日 （月 ）

ＢＳＬ４実 験 室 内 での 曝 露 事 故 を 想定 し た 対 応訓 練 を 実 施 した 。曝 露 発 生時 に お け

る 関 係各 機 関 へ の 連絡 、曝 露 者 を 国 立 国 際 医 療 研 究 セ ン タ ー病 院 ま で 公 用 車 で 搬 送

､し、入 院 ・隔 離 に至 るま で の 訓 練 を行 っ た 。

・１２月 ３日 （金 ）

北 多 摩 西 部 消 防署 の 新 庁 舎 完成 に 伴 う 内覧 会 に 職 員 ２人 が出 席 し た。

・１２月 ６日 （月 ）

武 蔵 村 山 市 立 雷 塚 小 学 校 第 ８回 学 校 運 営 協 議 会 に 同 協 議 会 の 委 員 に 委 嘱 さ れ て い

る 職 員 １名 が 参 加し た 。

・１２月 １０日 （金 ）

武 蔵 村山 市 ボ ラ ン ティ ア・市 民 活動 セ ン タ ーか ら の 依 頼 を 受け 、国 立 感 染 症 研究 所

出 張 説 明会 を 実 施 し た。オ ン ラ イン に よ り 新 型コ ロ ナ 感 染 症 の予 防 等に つ い て市 民 を

対象 と し て 説 明 を 行い 、講 師 及 び司 会 進 行 役と し て 職 員２名 が参 加 し た 。

・１２月 １５日 （水 ）

市 立雷 塚 小 学 校 への 出 前 授業 を 実 施 し た。今 年 度は ６年 生 を 対 象と し て イ ン フ ルエ

ンザ 等 の 呼 吸 器 感染 症 を テ ーマ に 講 義 と 実 習を 実 施し 、感 染 研 より 講 師 及 び 実 習 補助

と し て 職 員 ６名 が参 加 し た 。

・令 和 ４年 ２月 ４日 （金 ）

第 ３回 都 立 村 山 特 別支 援 学 校 運 営 連 絡 協 議 会 に 同 協 議 会 の 委 員 に 委 嘱 さ れ て い る

職 員 １名 が 参加 し た（新 型コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症ま ん 延 の防 止 のた め 書 面開 催）。

・２月 フ日 （月 ）

第 １０回 武 蔵 村 山市 立 雷 塚 小学 校 学 校 運 営協 議 会 に 職員 １名 が 参 加し た（新 型コ ロ

ナウ イ ルス 感 染 症ま ん延 の 防 止 のた め 書 面開 催 ）。

・３月 フ日 （月 ）

第 １１回 武 蔵 村山 市 立 雷 塚小 学 校 学 校 運営 協 議 会に 職 員 １名 が 参 加し た（新 型コ ロ

ナウ イ ル ス 感 染 症ま ん 延 の防 止 の た め Web参 加 ）。

・３月 ２２日 （火 ）

今 年 度２回 目 の 自 衛 消防 訓 練 を 実 施し た 。最 大震 度 ６強 の 地震 が 発 生し たこ と を 想

定 し 初 動対 応、庁 舎 内 の災 害 状 況 の 確認 及 び 報 告、職 員 の 避難 、負 傷 者 の 搬送 な ど、

こ れ ら 一連 の行 動 の 中 での 各 対 応 を再 確 認 する ため の 訓 練 を 行っ た。当 該 訓 練 に は 北

多 摩 西 部消 防 署 、東 大和 警 察 署 、武 蔵 村 山市 役 所 、地 元自 治 会 や 近 隣施 設 が 参 加し た 。
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また、北 多 摩 西 部 消防 署 の 協 力に よ り 起 震 車に よ る 地 震 の模 擬 体 験 を 実 施し 大 地震 へ

の心 構 え や対 処法 な ど の 確 認 を 行 った 。

以 上 、前 回協 議 会 以 降 の 感 染 研 村山 庁 舎 に お け る 地域 と の 交 流状 況に つ い て報 告 さ

せ て い ただ い た 。

○　資 料 の 消 防訓 練に 関 す る 記 述 の 中で 「近 隣 自 治 会の 参 加 」と 表 記 さ れ てい る が 、

近 隣 自 治会 の 全 て が 参 加し て い る 訳 で は ない の で 、「近 隣自 治 会 の 一 部 」に 改め て い

た だ き た い。

●　そ のよ う に 改 め る。

●　続 い て 議 題６「そ の 他 」に 関 連 し て 令 和 ３年 度 に 実 施し た 高 度 封じ 込 め施設 定期

総 合 点 検結 果 の 概要 つい て 報 告さ せ てい た だ く 。点 検 は 令 和３年 １２月 ２１日 か ら令

和４年 ３月 １１日 の 期 間で 実 施し た 。実 験室 内 は ホ ルム ア ル デヒ ド ガ ス に よ る除 染 作

業の 後 、HEPAフ ィ ル タ ー交 換 及 び 性 能 検査 、高 圧 蒸 気 滅菌 装 置 、グ ロ ーブ ボ ック ス ラ

イッ 並 びに 安 全 キ ャビ ネ ッ ト 、空 調 自 動 制 御 系 、排 水 処 理 施設 等 の 各設 備 の点 検 を専

門 業 者 によ り 行 い 、い ず れ も 合 格ま た は 正 常 に 動 作 する こ と が確 認 さ れ た 。修 繕 事 項

と し て は 冷 凍機 械 室 内 の 蒸 気バ ル ブ の 交 換 を行 っ てい る 。

ま た 、予 防・保 全 と し て グロ ーブ ボ ッ ク スラ イン の HEPAフ ィ ル タ ーボ ッ クス の 交

換 、自 動 制 御 系 機 器 の交 換 、排 気系 フ ァ ン 分 解 整備 及 び チ ラ ーユ ニ ット の 整備 を 実施

し た 。

なお 特 記 事 項と し て は 、今 年 度 に 実 験 室 内に 設 置 さ れて い る 監 視カ メ ラ の 更新 及 び

増設 工 事が 完 了し た こ と を 併せ て 報 告 さ せ てい ただ く 。

●　次 回 の 協議 会 開 催時 期に 関し て は 新 型コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症の 流行 再 拡 大が 懸

念 さ れる こ とも あ り 、流 行状 況 を 考 慮し つ つ開 催 時 期に 関 し て は 改め て ご 連 絡さ せ て

い た だく こ と とし たい 。

（以　 上 ）


